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第4章 レナシェンサ運動の危横 と問題意識の深化

第 1節 カタルーニヤ ･ルネサンスの危機

カタル一二ヤ ･ルネサンスの歴史的経緯を扱った第 2章第 1節及び第 2節でも触れたよ

うに､レナシェンサは20世紀初頭においては､すでにそのカタル-ニヤにおける文化運動

の範時を超えて､ 1714年に自治権を剥奪されて以来カタル一二ヤ国民の間に徐 々に積み重

なっていった ｢反中央集権主義｣的国民感情の上に展開された一種の社会運動 となってい

た｡こうした政治 ･社会的色合いの濃 くなりつつあったカタル一二ヤ ･ナショナ リズムの

傾向を決定的にしたものとして､ ｢1898年の悲劇｣すなわち米西戦争におけるスペインの

敗北をあげることができる｡この敗戦によりスペインは､最後の植民地キューバさえも失

い､かつての ｢日の没することのない大国｣から､イベ リア半島の一小国へ と逆戻 りして

しまうのだが､これは同時に政府マ ドリー ドの失政であるという国民感情を煽 り､これと

反比例するかのように､当時レナシェンサの意気盛んなパルセロ-ナの自信を､更に強め

ることの要因 となっていった｡

カタル一二ヤ ･ナショナ リズムの勢力には､政治上のカタル一二ヤの自主独立を中央政

府との漸進的和解の上に成 し遂げようとする比較的穏健な主張を持つものから､カタル一

二ヤのスペイン国家からの自立を真っ向から主張するラディカラルな急進共和派まで､多

様な主義主張が混在 していたが､ 1906年に行われた国会総選挙において､これらのカタル

一二ヤ主義勢力は連合 して､マ ドリー ドの中央集権主義に強烈に対抗 した｡選挙は連合の

勝利に終わったが､この動向は同時にマ ドリー ドの中央政府内に､こういったカタル一二

ャ主義は ｢スペインの統一を破壊する分離主義 (separatismo)である｣として批判する更

なる反対勢力を育てる結果を招 くものともなった｡

しかし一方で､この選挙における勝利が､カタル一二ヤの政治的自立への可能性を大き

く開くこととなり､第 1次世界大戦の始まる1914年に､カタル一二ヤには将来において自

己統治を負うべき行政休 としての ｢カタル一二ヤ自治団休連合(mancomunitat)｣が設立さ

れた｡その後1931年には､カタル一二ヤ政府総裁F.マシーアにより自治憲章が発表され､

これに次いで､翌1932年 9月には､第 1共和制の許可によりカタル一二ヤの自治が認めら

れ､独自の憲法が作成され､正式なカタル一二ヤ政府の樹立､そして34年にはカタルーニ

ャ政府によるスペインからの独立宣言の発表へと､政治的に目覚 ましい前進を見せること
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となった｡

しかしこの時点では国民運動としてのレナシェンサが､いかにも最終的勝利をおめてい

くように見えたのだが､カタル一二ヤの独立はついに恒久的実現を見ることなく､1936年

7月のフランコ将軍率いるナショナ リスタ覚の､対マ ドリー ド共和政府反乱の勃発を契機

として､内戦すなわちスペイン市民戦争へと突入 してしまうことになる｡共和主義勢力の

最後の砦であったパルセロ-ナは､1939年 1月フランコ軍の手により陥落せられ､更にそ

の後は､これまでよりももっと徹底 した弾圧がカタル一二ヤに加えられるようになってい

く｡20tg妃初頭の40年間においてカタル一二やは､まさに理想の実現へ向けての前進とそ

の急激な挫折 と瓦解とを立て続けに経験させられたのであった｡

1.不確定性 と危積感

祖国カタルーニヤのこういった極端なまでの社会的 ･政治的浮沈は､この地の芸術家 ･

文化人たちに､当然大きな影響を及ぼすものであった｡それを端的に示した例をモンポウ

の く迷いの歌 canGOnetaincerta) (1926)のなかに見ることができる｡

先に見てきたように､歌曲第 1作 〈灰色の時間》 (1915)でモンポウは､いわゆる伝続的

なレナシェンサの詩人のテキス トを用いることのなかった｡また歌曲第2作の 《4つのメ

ロディー Ouat:remelodies矛においては､モンポウ自らが書いた詩に曲をつけている｡こ

のようにレナシェンサの文学的文脈の中には､ほとんど歌曲の題材を求めなかったモンポ

ウであったが､これとは対照的に､最初の歌曲から11年を経て作曲されたこの第 2作の歌

曲においては､レナシェンサの詩人J･マラガ リュの詩の中にその題材を求めている｡それ

までのモンポウ歌曲における詩の選び方からすると､これは非常に画期的なことと言わざ

るを得ない｡この詩にモンポウ自身が共鳴する人生観､まさにこの時期の祖国カタルーニ

ャの今後の行方､そこに生きるモンポウ自身をも含めたカタル一二ヤの人々全ての将来に

横たわる､ただならぬ不安を嘆ぎ取ったかのように､この詩は彼の心を鋭 くとらえたので

はなかろうか｡レナシェンサの､進取の気勢に富んだ輝か しさと自信の影に同居する不安

定なもろさ､新時代の到来にのみ酔い痴れてはいられぬ不安感を表現するためのテキス ト

を､ M.プランカフオル トのような､新 しい世代に属する芸術家の書いた詩ではなく､レナ

シェンサ文学の最盛期を代表するJ･マラガ リュの作品に求めるところに､我々は象徴的な

意味を読み取っていかなくてはなるまい｡

128



a. •q cangoneta incerta –À ‚¢ ‚Ì‰Ì ) 1926 (J ¥Carner / F¥Mompou)

Can90neta incerta

Aquest cami tan f l, tan fi •Œ

qui sap on mena!

‹us a la vila o —R al pl

de la carena?

Un lllrl bƒ…au. color de cel;

dlu;vlne •Œ l vlne!

Per b: no passis!

diu un vel de teranylna.

Sera drecera del gosat •Œ

rossola ingrata

o b•è un cami a-enamorat ,

co19at de mata?

‹us un recer per a dom lr

qul passa pena?

Aquest cam•ã tan fi•Œ tan fi .

qul sap on ‚êena?

Oui sap si trlst o somrient

acull a llhoste?

qui sap si mort sobtadament

90ta la brosta?

Oui sabra mai aquest cami

–À ‚¢ ‚Ì ‰Ì

‚±‚Ì “¹ ‚Í ‚±‚ñ ‚È ‚É•× •X ‚Æ

‚¢ ‚Á ‚½ ‚¢ ‚Ç ‚±‚É Œü ‚© ‚¤‚Ì ‚¾ ‚ë ‚¤‚©

‘º ‚Ö ‚ÆŒü ‚© ‚¤‚Ì ‚© ¤ ‚Í ‚½ ‚Ü ‚½

”ö •ª ‚Ì ‚  ‚Ì •¼ ‚Ö ‚ÆŒü‚© ‚¤‚Ì ‚©

‹ó •F ‚ð ‚µ‚½•Â •S •‡ ‚ª

¢‚¨ ‚¢ ‚Å ¤ ‚¨ ‚¢ ‚Å !£ ‚ÆŒÄ ‚Ñ ‚© ‚¯ ‚é‚ª

ƒx •[ ƒ‹ ‚Ì ‚æ ‚¤‚È ‚­ ‚à‚Ì‘ƒ ‚Í

¢•s ‚Á‚Ä ‚Í ‚È ‚ç‚Ê £ ‚Æ•º ‚ð‚© ‚¯ ‚é

‚» ‚ê ‚Í‘å ’_ •s “G ‚ÈŽÒ ‚Ì •o•¢ ‚Ì ‚½ ‚ß ‚Ì‹ß “¹ ‚©

Šë ‚È ‚¢ŠŠ ‚é•â “¹ ‚È ‚Ì ‚©

‚Í ‚½ ‚Ü‚½ŠÁ –Ø ‚É•¢ ‚í ‚ê ‚½

—ö •l ‚½ ‚¿‚Ì“¹ ‚È ‚Ì ‚©

‚»‚ê ‚Æ‚à‹ê ”Y ‚· ‚é•l ‚ª

‚â ‚· ‚¢ ‚ð‹• ‚ß ‚Ä“¦ ‚ê ‚Ä ‚­‚é“¹ ‚È‚Ì ‚©

‚±‚Ì “¹ ‚Í ‚±‚ñ ‚È ‚É•× •X ‚Æ

‚¢ ‚Á ‚½ ‚¢ ‚Ç ‚±‚É Œü ‚© ‚¤‚Ì ‚¾ ‚ë ‚¤‚©

‚±‚Ì“¹ ‚ª •l ‚ðŒ} ‚¦“ü ‚ê ‚éŽž ‚É ‚Í

•a ‚¢Šç ‚µ‚Ä ‚¢ ‚é‚Ì ‚â ‚ç

‚»‚ê ‚Æ ‚à”÷ •Î ‚ñ ‚Å ‚¢ ‚é‚Ì ‚â ‚ç

–Î ‚é—t ‰A ‚Å“Ë ‘R ‚É–½ ‚ð—Ž ‚Æ‚· ‚â ‚à ‚µ‚ê ‚Ê ‚Ì ‚É

‚» ‚ê ‚Í’N ‚É ‚à‚í ‚© ‚ç‚È ‚¢

1 2 9












































































































